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が きま え

この講座では，大学受験本科生を対象に「数学I」の基礎から入試問題までの学

習をする。

受講する諸君は問題が解けるか否かにこだわることなく次の目標を達成する努力

をしてほしい。
I

(1)数学の問題を解くときの基本となる考え方・姿勢を身につける。

②基礎事項を充分理解し，計算力をつける。

次の事を必ず実行しよう。

('）④－手帳の作成一各項目ごとに基礎事項をコンパクトにまとめて説明し，
その例題と解答を講義する。諸君はテキストの半分程の手帳を用意し，左ペー

ジに、を'つ,右ベージにその例題と解答(説明)を自分で害くこと。

＠をかく
層~=弱

例■
－

－

■■■■■■■■■■■■け

問題文もかくこと。
哨番
一
’
一

後々書きたせる様に

スペースをゆったり

とってかくこと。

②⑤－手帳を読むこと－手帳は常に持ち歩き, いろいろな時に､いろいろ
な場所で開いて見ること。そして，声を出して統むこと。

出来るだけ予習をして講義に出席してほしいが，復習に重点をおいて勉強するの

が良い。⑤－手帳の作成を必ず続けよう。 ’年後には,君自身の手作りの大切な
大切な参考轡ができあがっていると同時に，君自身の実力も入試突破に充分なもの

となっていることを願う。

1990.5.

了■
一 一一

一．．



’Ｇ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
０
Ｕ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
１
９
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
９
０
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ⅱ
Ｆ
１
０
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
９
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｂ
１
１
Ｂ
６
１
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
ｌ
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｕ
Ｕ
Ｑ

目 次

ページ

[例題1］ [2］ ， ［3］ ，［4］問題数と式(I)

１
２
３
４
５
６
７
８
９

４
６
８

[例題5］数と式（Ⅱ） [6］ ， ［7］ ，［8］

数と式（Ⅲ） [例題9］ [10］ ， ［11］ ，[12］

方程式と不等式 (I) [例題13］ [14］ ， ［15］ ，［16］ 12

方程式と不等式（Ⅱ） [例題17］ [18］ ， ［19］ ，[20］ 14

[例題21］

[例題25］

[例題29］

[22］ ， ［23］ ， [24］方程式と不等式 (Ⅲ） 16

[26］ ， ［27］ ，[28］関数とグラフ(I) 20

関数とグラフ（Ⅱ） [30] , [31] ,[32] 22

[例題33］図形と方程式(I) [34］ ， ［35］ ， [36］ 26

[例題37］図形と方程式（Ⅱ） [38］ ， ［39］ ， [40］10 28

[例題41］三角比 [42］ ， ［43］ ， [44］11 32

４
Ⅱ
Ⅱ
１

１

１

‐
１
４
■
ｒ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｕ
１
Ｄ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■

I

言~。雪ざ
q

［

9■

■ワ

ノ

■ テP 一
ヤ
ロ
ロ
虹

F

■ ．~.？
‘ 旦

2塁pd 4

－－．



Ch. 1 委文と式

＜基本事項のまとめ＞

田式の展開 同次数項をそろえてたてがきにする

回因数分解の基本

（1）共通因数くくり出し

②最低次数の1文字について整理

③因数定理の利用

＜認1（4） （まとまり)=r とおく

⑤4次…2乗の差をつくれ

③記憶すべき等式

（1） （α±b)3=q3±3Q2b+3ab2±63

②α3±63＝（α±b)(q2干α6+62)

③ ((z+6+c)2=q2+62+c2+2(ab+bC+Ca)

(4) q3+63+c3-3abc､q+b+c)(a2+62+c2_(d6+6c+cg))

四除法の原理

整式において, P(x)をA(x)で割ると商Q(x)がたち，余りR(x)となる。

-P(x)=A(x)・Q(X)+R(X) (R(X)はA(z)より低次）

Q(z) …商
- A(x))~P~(~ZT

~R~(~r〕…余り

(杵） この種の問顧は，除法の原理によりEしく式をつくり，

A(x)=0の解を代入することがPointsとなる。
～～~～～～～~～～~～~～～～~~~～～～~~～
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一

回対称式

（例）

式中のどの2文字を入れかえても変化しない式

a+b, ub, a2+62, "2+y2+Z2, αβ＋βγ＋γα，

α‘+β，非γ'･器昔鵲' α-β'など

[定理］対称式は基本対称式で表現できる。

｛脱‘轍::：
基本対称式とは， （2文字の場合）

"謹茸．: :…
（3文字の場合）

(注） 式の計算や方程式・不等式の問題などにあらわれる式は対称式が多い。

対称式の［定理］をうまく利用すれば，問題を解くヒントにもなるし，

スマートにも解ける。
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1－ 委文と式（I)

【例題1】（展開と因数分解）

整式P(x)="2-2匁－8とQ(")=X3+x2-8範－12について，

①2つの整式をそれぞれ因数分解せよ。

②P(x)とQ(x)の最大公約数(G.C.M.)および最小公倍数(L.C,M.)を

求めよ。

【2] (1) (d+6+c)2を展開して整理せよ。

②4次の整式妬4＋3節3＋α兎2＋6節十6が完全平方式(1次式の平方）

となるように定数α, bを定めよ。

－4－
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【3】 （1） 郭4＋節2＋1を2つの2次式の積であらわすとE－1となる。

('90昭和薬科大）

②①ブ（元）＝元4－3葬2＋1を係数が整数の2次式の積に分解せよ。

②g(")=x3-3"2+"+2とするとき， ブ（妬）とg(")の最大公

約数と最小公倍数を求めよ。

（'90関西大･商）

【4】 (1) "十号-2のとき. エ｡+志=匡．

②0でない実数α, 6, cがα+b+c=0をみたすとき，

ロ一一両

２
Ｃ
＋｜
“

２６
＋

Ｃ

２
α
９
，

('88岐阜教育大）
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2－ 委文と式<n)

【例題5】（除法の原理）

zの整式/(z)をZ2－3z+2で割ったときの余りが12Z+αで，

Z2-5z+6で割ったときの余りが24露－30であるという。 このと

き，'（Z）を工2－4垂＋3で割ったときの余りを求めよ。

I

(1) 蕗の整式ブ（蕗）＝2妬3＋α元2－節十6が元2－妬－2で割り切れ

るとき， f(勇)を因数分解すると言]である。

（'90南山大･経）

【6】I

I
1

②節3＋韓2＋α葬十6が（難－1）(”－2）で割り切れるようαと6の値

を求めよ。

（'90日本福祉大･経）
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【7】整式P(")は次の条件(A), (B)を満たすものとする。

(A) P(x)を鯨2－4"+3で割ると，余りは65節－68である。

(B) P(x)を鄭2+6蕪－7で割ると，余りは－5郵十αである。

このとき， α＝「〒可であることがわかる。

P(")を罪2+4妬－21で割ったときの余り b"+cを求めよう。

条件(A)より，「ﾌ7司b+c=F5王牙司

q=Eﾃｰｺと条件(B)より，

F万~牢司6+c=[~ﾗｰ孑司

である。したがって，

6=Eﾖｰｺ , c==Eﾗ子~ワヌー］である。

（'90センター）

’

【8】次のわく内にあてはまる整数を求めよ。

節＝2＋､/7は， 2次方程式元2＋7[司葬十ｲ[気＝0の解である。

したがって， お＝2＋ﾍ/7のとき弾2－4兎－11の値はウ向であり，

2妬4－5節3-14韓2-20麓－6の値はエ庁弧ノア+jRである。
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S_ 委文と式〈皿I)

’

【例題9】（対称式）

”=〃;､/亙ツー何一掬2 とするとき，次の式を計算をせよ。
●

塑
尤

が
一
ｙ

ｖ
ニ
ズ
十
節
一
Ｖ
》

②⑪Z2+y2 ③

('90専修大･経）

【10】次の各式を簡単にせよ。
■
Ｚ
ｒ

(1) （ﾍ/百十､/百十へ/百)(ﾍ/百十､/百一､/百）

②3鈴~2命

’
台
“
１
●
■
■
■
１
Ｆ
四

『

③、/19＋8，/耳十、/19－8､/百

('90千葉工大･機械）

｜
’ －8－
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|’
【11】 苑=1+f, y=1--fのとき， 元3一元2yー算y2+y3の値を求めよ。

ただし, jは虚数単位とする。

（'90熊本工大）
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【12】 露+y+z=0, xjﾉ+yz+zz=3, xyz=5とするとき，

X4+y4+Z4を求めよ。

（'89立正大･文） Ｉ
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Ch.2右禾呈式と才二＝式 『

＜基本事項のまとめ＞ Ⅱ■

田2次方程式の解法

（1） α元2+bz+c=0 (α≠0)の解は

牙

、
－

－6±、/D
(ただし, D=62-4Qc)麓＝

2α

②α兎2＋26′x+c=0 (α≠0)の解は

’ -6′±､/D/4
(ただし, D/4=6'2－αc)元:＝

a

③2次方程式の解と判別式Dの関係

①D>0-相異なる2実数解をもつ

②D=0-実数の重複解をもつ

③D<0-共役な2虚数解をもつ

姑
合
▲

P

(4) 2次方程式の解と係数の関係

α範2+bx+c=0 (α≠0)の2解をα， βとする。

－α節2+6x+c=a(冗一α)(節一β）と因数分解できる。

－α+β--：， αβ=：

回3次以上の方程式の解法

（1） 因数定理 ブ（節)が整式のとき，

ブ（α）＝0→ブ（翼)は(ズーα）を因数にもつ

高次方程式の解法は特殊なものを除き'因数定理を用いて低次の方程式の＃
解法に帰着するのが一般的である。 §3MI、

i !|

-10-
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②3次方程式の解と係数の関係

α葬3+bx2+c"+d=0 (α≠0)の解がα， β， γである。

－α元3+6"2+c"+d=q(尤一α)(葬一β)(尤一γ）

と因数分解できる。

C n d

－α+β+γ=-：， αβ+βγ+γα=で， αβγ=-万
(注）解と係数の関係を利用する問題では同時に対称式(文字の入れかえで

変化しない式)の次の定理を知っていると有効

［定理］対称式は基本対称式で表現できる

基本対称式とは，

2文字の場合郵+y, 苑ツ（和と積）

3文字の場合苑+y+Z, Xy+yZ+ZX, XyZ

（和と積の和と積）

’

I

’
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１
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０
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日
刷
町
印
■
囚
別

回方程式・不等式と関係のグラフ

不等式の解法や方程式の解の複雑な問題では関数のグラフを利用して， グラ

を見ながら考えるのがよい。基本的な考え方は次の通り。

フ
』

(1)方程式ブ(x)=g(")の実数解(重複解)は，関数y=f(x)と

y=g(z)のグラフの交点(接点)の苑座標で与えられる。
》

I②不等式ブ(x)>g(x)の解は，関数y=f(x)のグラフがy=g(z)のグ

フより上にあるような苑の範囲で与えられる。

ラ
I

’

(注） (1)，②において， とくに9(x)=0の場合(y=g(x)のク

ある）がよく利用される。

､ラフは尤軸で

■ 『
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4＝ 二右禾呈式と不等式<I>

【例題13】（2次方程式の解と係数の関係）

2次方程式熊2＋2能－4=0の2つの解をα， βとするとき，

（1） α＋β， αβを求めよ。

②α2＋β2， α3＋β3を求めよ。

③ ｜α－β｜を求めよ。

④α＋2， β＋2を2解とする2次方程式を求めよ。

('89武蔵大･人文）

【14】 2次方程式妬2＋2（た－1）カー向2＋3虎－1＝0が重(複)解をもつとい

う。このときの定数々の値と， それに対するこの方程式の解を求めよ。

（'89神戸学院大｡法）

０
１
１
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リ

【15] (1) x=2-fのとき妬2+α尤+6=0をみたす実数α, 6は

α＝ｲ[二二コ, 6='[－三],ただしf=ﾍ/=~T

（'90工学院･工）

’

②方程式力2＋3葬十1=0の2つの解をα， βとするとき，

（α2＋5α＋1)(β2－4β＋1)＝ｱ｢一コである。

（'9O慶大･経） ｜
ヤ

1

Ｉ
Ｉ
ｉ
１

｜

’

次のに二コにあてはまる数値を答えよ。

′(蕊)=露'十2蕊十号+幾-23とする。

(1) X=露場とおくと, ノ(")=g(x)=(x+7E=ｺ)2-ｲｳ[ニーコ
である。したがって, g(X)=0の解は,X=－ｴ匠司, #R

である。

②q)より， ブ(")=0の解は

X:=－ｴ匡二コより， 露＝－力[司， －ｷ{－司

x=#[司より， 郭＝釧一], ケ[気である。

（(注） ：一力に三コ＜－ｷF-1 , ク[－司くｹ信二1であるように答えよ｡）

（'9O神戸学院大･薬）
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5．方禾呈式とネミ等式<n)

【例題17】（連立方程式・不等式）

①範の2次方程式元2－2元＋α2＝0と元2－α葬十2α＝0が共通解

をもつように定数αの値を定め， そのときの共通解を求めよ。

②ブ（鰯）＝”2＋”－2とするとき，不等式ブ（ブ（元))＜0を解け。

('90東京電機大．理工）

’

次の連立方程式の解を求めよ。

| 篝室．
【18】

1

1

('89国学院･法）
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【19】次の不等式をみたす韓の範囲を求めよ。

｜元2－5元|＜6

('90国士舘大･工）

I

｜
リ

’
－

【20】 α〉0， 6〉0のとき， α±4, ，Z－
4 ６

６

＋

α

ａ
の大小を比較せよ。

('90徳島文理大･薬）
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<m)e_方程式と不等式

【例題21】（3次方程式）

d) (1の3乗根) .方程式苑3=1の解を求めよ。また， この虚数解の1つ

を“とおくとき，次のに司に適する値を入れよ。

①の3＝「－］ ②の2＋①＋1＝[ぅ‘③の100＝｢－可

②3次方程式元3＋3苑－5＝0の3つの解をα， β， γとするとき，

α4＋β4＋γ4を求めよ。

’、

【22】 (1) "3+2"2－α"-3=0の解が1, -1, －2であるようにαの値

を定めよ。ただし，答の出ないものは，問題中の数字を1個だけ訂正して答

えを出せ。

('90神戸女子大）

Ｏ
ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
ｌ
Ｏ
０
ｆ
８
４
１
旧
６
１
０
９
０
２
１
１
Ⅱ
１
１
１
１
１
０
■
日
日
■
■
９
１
８
９
７
１
１
０
０
Ⅱ
０

②方程式範3＋α範2＋α諏十1＝0が虚数の解をもつとき，実数αのとる

値の範囲は局である。

（'90京都産業大･理）

ご

・

日

日

■

■

■

■

■

■

Ｂ

８

４

ｊ

０

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

６

ｐ

－

ｌ

Ⅱ

■

‐

４

‐

１

０

』

１
１
１
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【23】整数係数の3次方程式露3－7α露－4α＝0において， 3つの解をα，

β， γとし， α＜0， α2＝6－ﾍ/弱であるとき’

よ。

α4＋β4＋γ4の値を求め

福井工業大）('90

【24】（不定方程式）

p, 9を相異なる素数とする。

（1）整数γ, Sは, pγ－9s=1をみたすとする。

このとき, p瓶－97z=1をみたす2つの整数加， 河はある整数々を用いて，

m＝γ+h9, 7z=S+左〃

と表せることを示せ。

②3祝－5刀＝1をみたす整数加， 河を範座標, y座標とする点(疵， 刀)の

中で，原点(0， 0）に一番近いものを求めよ。

（'90津田塾大･数）

！

’

’
1

ｆ
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Ch.S閨華とク声ラフ
１
５

＜基本事項のまとめ＞

田（平行移動）関数y=f(")のグラフを葬軸方向にp, y軸方向に9平行移動

したグラフの関数は, y-9=f(尤一力）

＝

図関数のグラフ

関数の一般的な式のグラフは，基本となる式のグラフを平行移動して得られる

から，基本式のグラフの形を覚えていていくつかの点をとれば容易にかくことが

できる。

（1） 1次関数 y=α鄭+b (α≠O)傾きα, y切片bの直線

②2次関数 y=α垂2+bz+c (α≠0)

→y=Q(葬一p)2+9に変形

頂点(p,9),軸蕗=pの放物線でα>0 (Q<0)のとき下に(上に)凸

③分数関数

y=;舞号(α≠0)→y=ｧ今+9に変形

直角双曲線で, Z=p, y=9を漸近線とする。 (y=且を平行移動）
鄭

(4)無理関数 y=ヘ／α葬+6+c (α≠0)

y=－ﾍ/万~元~手~F+c (α≠0)

放物線の半分を横だおしにしたもの (y=士､/万~秀を平行移動）

⑤絶対値を含む関数

①全体に絶対値が付いている場合, y=| f(x) |のグラフは，

y=f(x)のグラフでy<0の部分を冗軸について折り返したもの

②一部に付いている場合，絶対値の定義に従って場合分け

⑥y=露±÷のグﾗﾌ ツ==Xとy=号のグﾗﾌを合成する

■

蟇
寸 富

Ｉ
０
１

ｉ

ｌ

＝も

－18－
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曲
Ⅵ
同
Ｉ

回関数のグラフの方程式・不等式の応用 Ch2・の回をみよ。

I

四関数の最大・最小

関数の最大値(最小値)とは， その関数のとりうる値のうちで最大(最小)のもの

である。従って，関数のグラフを変域に注意してかけば一目で最大(最小)値がわ

かる。

’

’

(1)最大・最小問題の4Points

②2次関数y=f(")の変域Iにおける最大・最小問題で，

（ア）関数に節以外の文字(パラメーター)が入っている場合

（イ）変域Iに文字が入っている場合

がある。いずれの場合も, y=f(")のグラフ(放物線)の次の点に注意して場

咽
１
墹
棚

■

Ｉ

１

ｑ

ｂ

■

■

合分けするとよい。

＜注目点＞①上に凸か下に凸か

②頂点，軸，変域の端点，中点との関係

③放物線は軸について対称である

⑧種々の関数の最大・最小問題も，適当に目標をとりかえたり，置換を行えば，

多くは2次関数の最大・最小問題に帰着させることができる。このとき，新し

い変数(文字)の変域に注意しなくてはいけない。

子

１
８

I－19－
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7．閨委文とク…ラフ〈I)

【例題25】（2次関数のグラフー放物線）

2次関数y=･-久4+2x+3について

①標準形に変形してy=一元2のグラフとの関1窪示しグラフをかけ。

また，頂点の座標，対称軸の方程式， 免軸, y軸との交点を示せ。

②区間0≦苑≦4におけるyの値の最大値と最小値を求めよ。

~

【26】次の条件を満たす放物線をグラフとする2次関数を求めよ。

（1） 3点（－1， 7)， （0， －2)， （1， －5）を通る。

②．軸の方程式が葬＝4で， 2点(2， 1)， （5， －2)を通る。

（3頂点の座標が(1， 6）で直線y=2x+6とただ1点を共有する。

（4） 2次関数y=2"2のグラフを平行移動したもので，点(1, 3)を通り，

頂点が直線y=2ズー3上にある。

（'90兵庫医科大）

-20-
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I

【"】 “の関数（弱)-範'÷…‘の最小値は；である。
（1） αの値を求めよ。

②α＞2のとき，原点を通り，曲線y=f(x)に接する直線の方程式を求

めよ。

（'90明星大･理工）

y=|x(”－2)|+21節－21【28】 y=α苑+5のグラフとy=|x(”－2)|+1

の相異なる点を共有するようなαの範囲を求めよ。

のグラフが4個

('90立教大.理）

－21－
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S・ 昌司委文とクーラフ 〔n)

【例題29】（分数関数・無理関数のグラフ）

①関数ﾂ=:Ffのグﾗﾌは2つの漸近線匡二ｺをもつ｡雲た，
y<0となる節の値の範囲は「－］である。 ('90南山･経）

②2範十9－ﾍ/戸冤≧0をみたす節の範囲は庁］である。

（類’90青学･理工）

1

;三豊｝ とするとき，【30】関数ｿ（元)を， ブ(")=

y=f(z)のグラフをかけ。

('90近大･商経）

’

I

’

｜
口

1

1
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【311 (1) y=ェとツー号のグﾗﾌを合成して, y=Z+号のグﾗﾌをかけ。
2難②y= の上≦元≦2における最大値〃と最小値疵を求めよ。
節2-3x+1 2

’

【32】 2つの不等式節3＋3元2－元－3＞0…①， 節2－2α元－1≦0…②

について，次の問いに答えよ。

(1) 不等式①を解け。

②2つの不等式①，②を同時に満たす整数がただ1つ存在するようにαの値

の範囲を定めよ。
I

('90東北工業大．通信）

－23－
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Ch.4g刃姜と方禾呈式

＜基本事項のまとめ＞
1

田距離と分点 （以下ではA(",,"1), B("2,y2), C("3,"3)とする）

(1)点A, Bの距離 AB=ﾍ/(ZZ= Z I7z干て了百~=~yT
’

②点Pは線分ABをm:刀に分ける

‐，("姜篝"‘”…。加十冗
働(重心)-(需溌）

）
(注）外分のときは， 瓶,河

の一方のみを負とせよ

I

1

1

回直線の方程式・関係

①点(d, 6)を通る直線の方程式

②2直線の関係

（一致） （平行）

I

’ y-6=77z(”－α）

Ｉ
Ｉ

ト
ー

(垂直）
↓

ｉ
Ｉ

’
1

傾き, y切片とも等しい 傾きのみ等しい (傾き）×(傾き）＝－1

團点と直線の距離の公式→角の2等分線・円と直線へ応用

距離d=1α”,+by!+c I
ヘ/万~冒~幸~5~宮

0α郵+by+c=0

四円の方程式と円の接線

（1） 中心(α’ 6），半径γの円の方程式は （鯨一α）2＋（ツー6）2＝γ2

②接線は, ", yの半分に接点を代入する

－24－
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回2曲線ブ(x, y)=0とg(", y)=0との交点を通る曲線(群)の方程式

は，

ブ(", jﾉ)+"g(x, y)=0 (虎は定数）

回軌跡の求め方

軌跡を与える動点を(X, Y)とおき, (条件よりX, Yを求め)XとYだけの
－

関係式をつくる。

回 領域の図示のし方

①不等号を等号に直して，境界線をかく。

②境界線で区分けられた各部分内の適当な1点を与不等式に代入して成立する

ときはその部分に斜線をぬる。

－25－
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g.図形と方禾呈式(I>

【例題33】（角の2等分線→点と直線の距離の公式）

2直線5z+12y=0と4苑－3y=0の交角の2等分線の方程式を求

めよ。

1

グ

('90法政･工）

1

【34】 （1）点(－2， 1）を通り，直線2z+3y=6と垂直な直線の方程式は，

3エ+=y+==0である。

（'9O武蔵大･経）

②x, yに関する2次方程式節2+xy-2y2+4X+5y+3=0は

2直線を表し， この2直線の交点は（E二コ， ［ヨ）である。また，

この2直線と直線妬+jノ=3とで囲まれた三角形の面積は［うであ

る。

（'90近大･理工B)

I

’

－26－
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I

【35】（円と直線→点と直線の距離の公式）

原点を中心とする半径γの円が直線ﾂｰ音÷’と異なる2点P, Qで交わ
るための条件は， γ＞[－デ]である。

また， γ＝2のとき，放物線jノ=E~一}z2+[気尤は3点P, Q, oを

通る。このとき, P, Qの”座標はF1,「－－1である。

('90明治学院大･経）
I

【36] (1) "3ﾉ平面上で3点(0, 0), (-1, 2), (4, -4)を通る円の方程

式は[~司となる。

('90北海道工業大）
I

②y軸の正の部分に中心をもつ円で，放物線y=Z2と原点Oだけを共有

するもののうち，最大の半径をもつものは方程式-で与えられる。

('90東北学院･工）

－27－
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Eヨ升夛と方禾呈玉造 <n)10_

【例題37】（点の軌跡）

放物線jj=%2-2"+4上の点をP(x, y)とし，定点をQ(2,

る。線分PQを3 :2に外分する点R(X, Y)の描く軌跡の方程式は，

2）とす

Y=[､X2+4X+[､である。

('9O日大･理工）

【38】平面上において，点Pから放物線y="2--3元に引いた2つの接線が互

いに直交するとき， このような点Pの軌跡の方程式はE二コである。

('90日本獣医畜産大）
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【39】（不等式で表された領域）

(1) 5≦(x+1)2+(y-1)2≦10を満たす点(", y)の存在する範囲を図

示せよ。

② |xl÷lyl=2のグラフをかけ。

③点(範． y)が(1)の領域を動くとき, |"I+|ylの般大値と最小値を求め

よ。

（'90成城大｡法）

次の2つの不等式("2+y2－露+y)(”2+y2-x-y)≦0, y≧0を

ともに満たす点(", y)の存在する領域を図示し, x+2yの最大値，最小値

【40】

を求めよ。

('90名城大･理工）
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Ch.5 三三角上上

＜基本事項のまとめ＞

田（

c｡se=:,&ine=:" tane=:=:::;

点(cose, sine)は単位円周上の点である

K~Fの長さと同一視する。（注） 角eは

1 （単位円）

回（性質）

(1) coseとsineの関係

②cos8とtaneの関係

１
８

ニ
ィ
Ｌ
２
Ｓｍ

８旅
一
一

．
虹
８

＋
熊
８
、
夢
十
ｍ
１ )@｡s"'でわる。

③三角形と三角比

(D(約束）

A

辺の長さ …α, 6, c (小文字）

角の大きさ ･･･A, B, C (大文字）

面 積…S,&ABC

外接円の半径=R

c内譲円の半径-γ 半周｡一合(…非‘）

’

！

B

I

[余弦定理］

■2=○2+△2－2○△c｡g

② ［正弦定理］

Ｒ２－－

■
■
ｉＳ

－30－
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③まとめ

R

／

角…症蕊罰犀詞一

犀霊]－
、 ／
（ベクトルの内積）

⑳

⑬

s=fo4sig

一一

－（面積）

一
一
一
一
一
一

ご
Ｓ
Ｓ
Ｓ

一

S=

(2瓢和)=1

唖

Ｃ
ｏ
ｏα

一
一
侭
》 (外接円）

(内接円）

辺…

sr

s(s－α)(s-6)(s-c)

(ヘロンの公式）

－31－
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11－ 三三角上上

【例題41】（三角形と三角比）
冬凸

&ABCにおいて, BC=7, CA=5, AB=3である。

（1）頂角Aの大きさは何度か。

(2)4ABCの面積sを求めよ。

③△ABCの外接円の半径Rおよび内接円の半径γを求めよ。

四辺形ABCDで, AB=2, BC=3, CD=4, DA=3, zBCD=

60。のとき，次の問いに答えなさい。

(1) ．対角線BDの長さを求めなさい。

②竺BADの大きさを求めなさい。

(3四辺形ABCDの面積を求めなさい。

(4)4ABDの内接円の半径を求めなさい。ただし，分数の分母は有理化する

こと。

（'90国学院･法）

【42】

－32－
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【43】△ABCにおいて， 竺Aの2等分線が辺BCと交わる点をDとするとき, D

から辺AB, ヘCに雲線DE, DFが引けて,器一合,"=2が成り立
つ。 3辺BC, CA, ABの長さをα, 6, cとするとき，次の空らんをうめ

よ。

仙器-匡.； ②｡･ss-gL竿』
(3) c=[－可b uj a=ﾍ/E=ab

⑤6=3cmとするならば,4ABCの面積は[－司Cm2である。また，

4DEFの面積はF~]cm2である。

（'9O早大･商）

グ

【44】 座標平面上に△ABCがあり， その3つの頂点はA(p, 9), B(-1,0),

C(1, 0)で, 4A=30.である。ただし, 9>0である。

頂点Aが上の条件を満たしながら変わるとき，

(1)点Aはどんな曲線をえがくか。

②AB・ACの最大値を求めよ。

（'9O関西大･商）
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